
藤井 聡 京都大学大学院教授、内閣官房参与、 

ナショナル・レジリエンス（防災・減災）懇談会座長 

      

◯専門 土木計画学、交通工学、公共施策のための心理学など公共政策に関わる実践

的な人文科学及び社会科学全般 

 

◯略歴 

1968年 10月15日奈良県生駒市にて生まれ 

 
1993年 京都大学大学院修士課程 修了 

   
2000年 京都大学大学院工学研究科 

（土木システム工学専攻・社会システム工学講座） 助教授 

   
2002年 東京工業大学大学 院理工学研究科（土木工学専攻） 助教授 

 

2006年 東京工業大学大学 院理工学研究科（土木工学専攻） 教授 

  
2009年 京都大学大学院工学研究科 （都市社会工学専攻） 教授 （～現在に至る） 

  
2011年 京都大学レジリエンス研究ユニット長 （～現在に至る） 

 
2012年 内閣官房参与 

  
◯賞罰 

   2003年度 土木学会論文賞（土木学会） 

 2006年度 第一回「表現者」奨励賞（表現者塾） 

 2007年度 文部科学大臣表彰・若手科学者賞 

 2008年度  交通図書賞 （財団法人交通協力会） 

2009年度 日本社会心理学会奨励論文賞（日本社会心理学会） 

2010年度  第6回日本学術振興会賞         など 

 

◯著書 

  『社会的ジレンマの処方箋 都市・交通・環境問題のための心理学』 

『なぜ正直者は得をするか』 

『公共事業が日本を救う』 

 『列島強靱化論――日本復活5カ年計画』 

『コンプライアンスが日本を潰す』 

『レジリエンス・ジャパン 日本強靭化構想』  など 


